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闘 牛(第 二部)

ミシェル ・レリス 作

林  栄 美 子 訳

マ タ ドール 互は、専用の大きなイスバ ノ車に乗って、闘牛場に到着した。

闘牛場内での最後の祈 り。「神よ、信頼のおけるバ ンデ リリェー ロ2の よう

に、適切な助言をもって、時にはカーパをひろげて、 どうか私 をお守 りく

ださい!」

1幾 つ か の闘 牛用 語 につ い て は、 前号 の 紀要 に掲載 した 『闘 牛(第 一部)』 の訳

 注 で す で に解 説 した が 、 こ こで も大 まか に触 れ てお く こ とにす る。 マ タ ドー

 ル は闘 牛 の主 役 とな る闘 牛士 。 最 後 の 山場 で 、棒 のつ い た赤 い布 ム レー タ を

 持 って 牛 を扱 い 、剣 を使 って 牛 を殺 す ことが で き るの は 、 マ タ ドー ル だ けで

 ある。 また、 トレロ とい う言 い方 は、 闘牛士 すべ て に用 い る。

  この テ クス トは、1951年 に ピエ ー ル ・ブ ロー ンベ ル ジ ェが作 った ドキ ュ メ

 ンタ リー長 編映 画 『闘牛 』(La Course de Taureaux)の 映 像 のバ ック に流 す解 説

 を、 ミ シェル ・レリスが 執 筆 した もので あ る。(詳 しくは 、前 号 紀要 に載せ た

 「訳 者 前書 き」 を参 照 。)第 二 部 冒 頭 の この マ タ ドー ル は 、 第 一 部 の 最後 で 、

 ホテ ル の部 屋 で 闘 牛 に 出場 す る た め の 支 度 をす る と こ ろ が描 か れ た 、 マ ノ

 ロ ・ゴ ンサ レス で ある。 彼 につ いて は 、第一 部 の本文 お よび 註42参 照。

2バ ンデ リリェー ロは、マ タ ドー ル の補佐 を務 め る闘 牛士 。色 と りど りの紙テ ー

 プで 飾 られ た銛(バ ンデ リー リ ャ)を 牛 の 背 中 に うつ役 目 を持 つ 。表 が 薔 薇

 色 で 裏 が黄 色 の大 きな 布 カー パ は 、 マ タ ドー ル とバ ンデ リ リェー ロが用 い る

 が 、 バ ンデ リ リェー ロは 、 カー パ で技 をか け る ので は な く、牛 を 誘 って 走 ら

 せ て 、 マ タ ドール が 牛 の癖 を見 る 際 の補 佐 を し、助 言 を与 え、 マ タ ドール が

 危 機 に陥 った時 に は、 カーパ を使 って助 け に向か う。
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 馬丁たちが、馬の準備をし始める。

 殺された牛を引きずっていく役 目の雌騾馬たちが、装具をつけられる。

 馬たちは、規則で定め られているように、詰め物 をした防護用 の衣 を着

せられる。牛の角の攻撃か ら馬を守るためである。

 昔と同じように、 ピカ ドール3た ちは、ステーションワゴンに乗 ってや っ

て来る。

 この肉体労働者たちは、甲冑をつけた騎士のよ うに、装具で身体 をぴ っ

た りと締めつけられている。

 彼らは槍の具合を試 し、それから馬をテス トする。

 ピカ ドールの一方の脚は一番危険にさ らされ る場所なので、金属の脛 当

てで守 られている。
                  プレシデンテ

 今や、準備はすべて整った。彼 らは、主宰者4が ハ ンカチを振って、楽隊

に始 まりの音楽を奏でる合図を送るのを待 っている。さ らにその後、槍の

場か ら銛打ちの場へ、そして銛打ちの場か ら死の場への移行を命 じるのは、

この主宰者の仕事なのである。闘牛士に名誉の印を与えるのも、戒告を加

えるのも主宰者である。
          アルグアシル

 やがて、馬に乗った露払 い5に 先導されて、素晴 らしい行列が登場する。

マタ ドールたちが、行列の先頭を行 く。それに続 いて、バンデリリェーロ

とピカ ドールたちのクァドリー リャ6、最後に雌騾馬たち7で ある。

3ピ カ ドール は 、馬 に乗 って槍 を使 い、以 下 に描 かれ る よ うな闘 牛 の第一 幕 に登

 場 す る闘牛 士。

4プ レシデ ンテ は、そ の土 地 の官 吏や 名士 が 勤め る。 闘牛 の 内容 の判 断 につ いて

 は、 引退 した闘 牛士 が補 佐 につ いて 、助 言 をす る。

5ア ル グ ア シル は、 馬 に乗 って 黒 い マ ン トと羽 根飾 りつ きの 帽 子 を身 に付 けた、

 18世 紀 風 の いで た ち で、 闘 牛士 の入 場行 進 を 先導 す る 役 目。 土 地 の警官 が 務

 め る こ とが多 い。

6マ タ ドー ル は、 バ ンデ リ リェー ロ3人 と ピカ ドー ル2人 とか らな るチー ム を率

 い、 これ をク ァ ドリー リャと呼 ぶ 。 入 場行 進 の 時 、 マ タ ドール とバ ンデ リリ

 ェー ロ は、美 しい刺繍 の ほ どこされ た特 別 のカ ーパ を肩 に巻 き つ ける。
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 ト レ ロ

 闘牛士たちは、闘牛を主宰する官吏かその地の名士に挨拶をする。

 入場行進用のカーパは、最前列に座っている特権的な人たちに託される。

 闘牛場の砂場 を囲む通路の中では、模様を刻印した皮の トランクか らム

レータが取 り出され、そのほかの道具も準備される。

 風の方向や、もし強 く吹いて いた らとて も厄介な ことになる風の暴れ具

合を見定めるために、闘牛士はカーパを広 げる。
                   アルグアシル

 トリル(牛 の控え場)の 鍵が、象徴的に、露払 いの一人に委ね られる。

 主宰者の命令によって、楽隊が1頭 目の牛の登場を告げる。

 闘牛場の砂の上には誰 もいないので、それ まで長いこと閉じ込め られて

いた牛は、四方八方 に走 り回る。牛は、何一つはっき りした ものが 目に入

らないままに、行きあた りばった りに角つきをくらわせる。

 マタ ドールは、手下たちが片手で持ったカーパに誘われて走る、牛 の反

応 を観察 している。

 それか ら、今度はマタ ドールが 自ら出て行 って、牛の攻撃に少 しばか り

秩序をつけてやる。

 騎士たちは、穂先があまり深 く入らないようにする留め金のついた槍 を

持っている。槍の役割は、牛の血気を和 らげ、首を疲れさせ ることにある。

牛が頭を高く掲げたままでいると、あとか らマタ ドールが剣を刺せな くな

るか らである。従って、牛は、首を持ち上 げる筋肉のかたま りの ところを

槍で刺されるべきなのであって、他の場所であってはならない。

 ピカ ドールは、一連の動作の途中で、牛が再度突進 して くる場合 を除い

ては、槍の突きを繰 り返してはな らない。穂先が深 く入 るように突 き刺 し
          アレ ナ

てはな らないし、馬を砂場の中央 と牛の間に立たせて、牛の退路を断って

7牛 が死ぬと、雌騾馬たちにつけた装具に繋いで闘牛場の砂場から引きず り出

 すのである。雌騾馬を動かしてその作業を行なう男たち(モ ノサ ビオと呼ば

 れる)も 、入場行進に加わる。
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無理に駆 り立てるような こともしてはならない。 こうした ことをすると、

牛の力強さを過度にくじいてしまうので、必ず野次や罵声 を浴びる ことに

なるのである。

 牛がどのような反応を示 したかは、飼育牧場主のために、牧童頭によっ

て書留め られる。

 勇敢で力強い牛は、馬と騎士 とを苦もな くひっくり返す。この対決 は常

に印象深 いものであるが、かつてのような情け容赦のない殺戮の性格を、

今では失っている。馬たちは、分厚 くて長いマ ッ トレスのような防護布で

角か ら守 られているので、闘牛の第一幕は、 もはや大殺戮の場ではなくな

った。牛が昔よ り小さくなったので、馬か ら騎手が落ちることも、今では

あまり起 こらなくなった。

 熱心に槍で突 きす ぎれば非難の 口笛を吹かれるは、 しばしば身体を痛め

る こともあるはで、ピカ ドールというものは、闘牛のなかでは、報い られ

る ことの少ない役割 を負っているのである。

 落馬があろうとなかろうと、とりあえず槍の場が終わると、今度はマタ

ドールが入ってきて、カーパ を使って牛の走る方向を自在 に変えてみせる。

マタ ドールにとっては、自分を目立たせるチャンスである。

 闘牛士は、布をお とりにして牛 を呼び寄せ、自分の方にではなくて、そ

の布 の方 に牛 を突進させる必要が ある。闘牛士の動きは、それ故、牛の視

覚の特性に応 じて行なわれるのである。

 牛はほとんどが近視で、人間 と布 とが、遠 くか ら見ている時には一つの

塊になって見 えるようなので、カーパ(あ るいはム レータ)の 上に牛 の注

意を引きつけておくことが重要になるわけである。

 牛の目は、頭の側面についているので、ものを横か ら見るより正面か ら

見 るほうがよ く見 えないのであり、さ らに、二つの 目と、両 目の視線 の交

わる点との間にある空間は余計に見えにくいのである。
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 正面か ら、あるいは側面か ら、最近の様式 に従 ってす ぐ近 くか ら牛 を挑

発する時には、闘牛士は、危ない瞬間にも、牛を導きたい側にある目のす

ぐ前に、布が置かれているようにする。動いているものに対 して とりわけ

敏感なので、牛は一 もしすべてが うまくいっていれ ば 一 ほとん ど動か

ない闘牛士 を無視 して、はっきりと見えている布の方を追いかけていく。8

崇  崇  .，；.一

 カ ーパを使 う技のなかの基本的なパセ9は 、キ リス トの顔 を拭 った布を

両手に持った姿で描かれる聖女ベロニカの名にちなんで、「ベ ロニカ」と呼

ばれる。両足を動かさず、あるいは少 し回転させ るだけで、人間はカーパ

の襞のなかに牛 をと らえ、カーパを外側 に投 げ出すような腕の動きで、 自

8編 者 の註 による と 、最後 の3つ のパ ラグ ラフ は、次 の よ うなテ ク ス トを置 き換

 え た もので あ る。(1951年6月3日 付)： 「牛 は近 視 な ので 、布 が は っき り見

 え て 、闘 牛士 と混 同 しな いよ うに、 近 くか ら技 をか けね ばな らな い。 牛 の 目

 は頭 の側 面 につ いて い る ので 、 も のを 横 か ら見 るよ り前 か ら見 る方 が よ く見

 え な いの で あ り、 さ らに二 つ の 目 と、 両 目 の視 線 の交 わ る点 との間 にあ る 空

 間 は 、余 計見 え に くい ので あ る。 従 っ て 、闘 牛 士 は牛 の正 面 に 、 よ く見 え な

 い地 帯 に立 ち、 牛 を導 きた い方 向の 側 に あ る 目の 前 に布 を差 し出 して 、布 だ

 け が見 え る よ う にす る。 ある い は さ らに 一 現 代 の様 式 に従 うな らば 一 横

 に 、牛 の 身体 の軸 の外 に立 つ。 だ が そ の場 合 には 、 人間 が 、布 を振 っ て い る

 時 に もほ とん ど動 か な いで い る と い う こ とを、 重視 しな けれ ば な らな い だ ろ

 う。そ の ことが 、 動 いて い る もの に と りわ け敏 感 な牛 を、 そ の視 野 に あ る二

 つ の もの の うち 、 布 を追 いか けて 、 生 き た標 的 を無視 す るよ うに仕 向 け る の

 で あ る。 それ が 闘 牛 のセ オ リーで あ り、そ のお か げ で安 心 で き るよ うに見 え

 る。 しか しそ れ は セ オ リー にす ぎな い 。 ほ んの 小 さ な操 作 の ミ スや 、 布 を動

 か して しま う風 の 一吹 きや 、牛 自身 の 不器 用 さが 、 こ の幾 何学 のす べ て を無

 に帰 して しま うか らで あ る。」

9カ ー パや ム レー タ を使 って 、 闘牛士 が 自分 は動 かず に牛 を通過 させ 、思 うよ う

 な方 向 に導 く技 をパセ とい う。
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分のす ぐ側を通過させ、(牛 がその布を見失わないようにしなが ら)牛 を遠

ざけ、次のパセのために再び戻らせる。

 ペペ ・ルイス ・バスケス10の ようなカーパの名手たちでさえも、ちょっ

としたミスか ら、ベロニカの美 しい連続 の一部 をだめにしてしまうことも

ある。例えば、腕の動きとはちぐはぐに、角を避けるために身体 を突然引

いて しまった りする時である。

 一連のパセ を終わ らせ る時に、闘牛士はカーパに円運動を与えるので、

急に方向を変えねばならなくなった牛は、その場にくぎ付けになってしまう。

 カーパのパセは、明確な目的を持っているが(牛 を仕込んだ り、欠点を

矯正 した り、どんな動機に基づくにしても牛の位置を変えさせた りする こ

となのだが)、 とりわけ美学的な効果 をね らうこともできるので、それが、

ベロニカよ り華麗で装飾的な多 くのパセが考案されてきた所以なのである。

  例えば、メキシコ人、ガオーナ11が考案して、リトリが行なっているパセ、

  ドミンゴ・オルテガ12が メキシコ人たちの技か ら借 りた、上のパセの変形、
                       マリポサ

  考案 したマルシアル ・ラランダ13自 身による、「蝶々」 というパセ、

  アンダルシア出身のチクエロ14が 考案 して、同郷人マ ノロ ・ゴンサ レス

 が行なっているパセ、

10ペ ペ ・ルイ ス ・バ ス ケス は、1922年 サ ン ・ベル ナ ル ド生 まれ 。優 雅 で けれ ん

 味 のな いシ ンプル なセ ビー リ ャ・スタ イル で知 られ る 。

11ロ ドル フ ォ ・ガ オー ナ(1888-1975)は 、 メキ シ コの レオ ン ・デ ・ロ ス ・ア

 ル ダマ ス に生 ま れ る。 メ キ シ コでデ ビュ ーす る が 、1908年 に スペ イ ン にや っ

 て来 る。 彼 の考 案 した カー パ の パセ は、 彼 の名 を とっ て 「ガ オ ネ ー ラ」 と呼

 ばれ て いる。

12ド ミンゴ ・オ ルテ ガ(1908-88)は 、 トレ ド県 生まれ 。20世 紀 前 半 を代 表 す

 る 大 闘 牛 士 の 一 人 。 と りわ け牛 の支 配 力 で は 傑 出 して いた 。 哲 学 者 オ ル テ

 ガ ・イ ・ガ セ ッ トと親交 が あ り、オル テ ガは 彼 につ いて の文 章 を書 いて い る。

13マ ル シアル ・ラ ラ ンダ(1903-90)は 、マ ドリー ド県 生 まれ。 牛へ の知 識 と

 支配 力 に優 れて いた 。
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  当代の 「ナンバー ・ワン」、ルイス ・ミゲル ・ドミンギ ン15に よるファ

 ロール ー またの名 「ランターン」一 の連続技、

  同じドミンギンが膝をついて行なうラルガ、つま り片手のパセ。

 闘牛の三つの場面のうちの第二場 一 バ ンデリー リャの場 一 は、牛が十

分に鈍重になったと主宰者が判断 した時に開始され る。第二場の主な目的

は、牛の戦闘意欲 を復活させ、同時に、もはや気を散 らす ことなく、唯一

の標的に向かって突進するように仕向けることにある。一方の端に鉤状の

刃のついた棒バ ンデ リー リャを、何対か牛の肩甲骨の上のところに突き刺

して、それを促すのである。

 ほとんどの場合、この仕事 を交代 しなが ら担当するのは部下たちである。

 しか し、マタ ドールが喝采を受けるチャンスをそ こに求めようとする時

には、彼自身がそれを引き受ける。

 バ ンデ リー リャは、その場に踏み止まったままで打 ち込む ことができる。

牛を待ち受け、牛の方向をそ らすために一歩横に踏み出すふ りをしてか ら、打

ち込むのである。これがルイス ・ミゲル ・ドミンギンのや り方であるが、アン

トニオ ・ビエンベニーダ16は 柵のそばに立ち、アレーナの中央 の、牛が一番

自然にそこへ向かっていく傾向のある地点へとそらしなが ら、それを行なう。

14チ クエ ロ(1902-67)は セ ビー リャ 生 まれ。 彼 が考 案 したカ ーパ の パセ は、

 そ の名 を とって 「チ クエ リー ナ」 と呼 ば れて い る。

15ル イ ス ・ミゲ ル ・ゴ ンサ レス ・《 ドミ ンギ ン》(1926-96)は 、 マ ドリー ド

 生 まれ。 家 族 は 「ドミンギ ン」 と 名乗 る 闘牛 士 一 家 で 、父 も兄 も闘 牛 士。40

 年 代か ら50年 代 の第 一人 者で 、 各 界 に華や か な交 友 関係 を持 つ。 彼 の ライ バ

 ル 、 ア ン トニ 才 ・オル ドニ ェ ス と の 一 夏 の 競 り合 い は、 ヘ ミ ン グ ウ ェイ の

 r危 険 な夏 』 に描 かれ て い る。 なお 、本 文 で は次 章 の終 わ りで 詳 し く と りあ げ

 られ る。

16ア ン トニ オ ・ビエ ンベニー ダ は1922年 ベ ネズ エ ラの カ ラカス 生 まれ。1939年

 に ノ ビ リェー ロ(見 習 闘 牛士)と して マ ドリー ドに登 場 し、42年 に マ タ ドー

 ル に昇 格。 スペ イ ンで長 く活 躍す る。
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 バ ンデリー リャは、走 りなが ら打 ち込む こともできる。ポル トガル人マ

ノロ ・ドス ・サン トス17が やっているよ うに、四分の一円ほど弧を描いて

走って牛の攻撃を防 ぎ、絶えず斜めに走 らされ るので全速力を出す ことが

できないでいる牛が、角の一撃を加えよ うとして減速する瞬間を、人間が

利用するのである。 もっと豪快なのは、今 ドミンギンがやっているような、

牛に向かってまっす ぐに走 り、一跳びで身をかわす方法である。18

 当代最高のバンデリリェー ロの一人 一 おそ らく最も才能に恵まれている

のは、メキシコ人闘牛士、カルロス ・アルーサである。

 バ ンデ リー リャを打ち込まれた後、牛のスピー ドはかな り落ちる。 自分

を騙 し続ける敵に向かってさんざん走ったあと、今や牛は前よ り用心深 く

なり、その意味では、より危険になる。

 主宰者が、牛の仕留めに入るべくラッパを鳴 らさせるのは、その時である。

 剣持が、「死の道具」を主人のために用意する。

 主宰者 に挨拶 をした後、マタ ドールは、敬意を表 したいと思う誰かに牛

の死を捧 げる。 あるいはまた、観客の共感 を得 たい と望む時には、観客全

17マ ノ ロ ・ドス ・サ ン トス(1925-73)は ポル トガ ル の ゴ レガ に生 まれ 、母 国

 で闘 牛 を始 め る。 一時 メキ シ コ に渡 る が 、再 び ヨー ロ ッパ に 戻 り、 ス ペイ ン

 で も闘牛 を行 な う。

18編 者 の註 に よ る と、 このパ ラグ ラフ と一 つ 前 のパ ラグ ラフ は、 次 のよ うなテ

 クス トを置 き換 えた もの で ある。(1951年6月3日 付)： 「バ ンデ リー リャは 、

 そ の場 に踏 み と どま っ た ま まで牛 を待 ち 、最 後 の 瞬 間 に一 歩横 に踏 み 出す よ

 うな フ ェイ ン トをか けて 牛 をそ らしつ つ 、打 ち 込 む ことが で き る。 これ は大

 抵柵 の近 くで行 な わ れ 、横 へ の一 歩 は ア レー ナ の 中 央 の、 牛 が一 番 自然 にそ

 こに 向か って い く傾 向 の あ る地点 へ と踏 み 出 しか け る ので あ る。 バ ンデ リー

 リャ は 、走 りなが ら打 ち込 む こ ともで き る 。人 間 が 四 分 の一 円ほ ど弧 を描 い

 て 走 り、牛 の襲 撃 を遮 断す る と、牛 は絶 えず 斜 め に走 らされ るの で全 速 力 を

 出 す こ とが で きず 、 さ らに角 の 一撃 を加 え る に は減 速 す る こ とを しい られ る

 の で 、そ の瞬 間 を人 間 が利 用 す る ので あ る。 よ り豪 快 さ を増 す た め に は、 人

 間 は牛 に向 か って走 って 、一 跳び で 身 をかわ す。」

  な お 、 これ に続 く文 中 の アル ロス ・アル ーサ につ いて は 、第 一部 の註26を

 参 照 。
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体に牛 を捧げるのである。

 マタ ドールが戦いを始めようと決めた場所に、部下は牛を連れて くる。

 今やマタドールは 一 闘牛の慣用表現に従 うな らば 一 牛と一緒に 「閉 じ

込められた」。力を弱め られてはいるものの、角の攻撃は逆に前よ り正確に

な った敵と、たった一人で直面 しているのである。遠 くか ら、彼の助手た

ちと、他のマタ ドールたちが、何か事故が起 こった ら駆けつけようとかま

えながら、彼を見守っている。

 少 しずっ前進 し、時々立ち止まって牛 を挑発 しなが ら、彼は、 どのくら

いの距離になった ら牛が攻撃 してくるか を知ろ うとする。 この距離は、牛

の感度と視力の程度によって変わ って くる。他のあ らゆる技を始める前に、

それを知る必要があるのである。

 最初の激 しい突進に我を忘れた牛は、 しばしばマタ ドールを見失う。 リ

トリは、 こういう時、牛に声 をかけて駆 り立てなが ら、新たな攻撃へと誘

いかける。19

 しかし、牛はまだためらって いる。マタ ドールは、牛にもっと覇気 を与

えるために、別の場所に連れて行かねばならない。

 牛は、攻撃をしかけようと頭 を下げる。つまり勝負に入ろうとしている

のである。

 今や、様 々な情報 を得て、思 い通 りの距離 をとったマタ ドールは、ム レ

ータを牛の外側の 目の方 に差 し出す。牛が通過 していく時に、彼はその襲

撃の リズムと合わせなが ら、ム レータを後に引 く。襲撃を受動的に受 ける

のではな く、それを調整する術 を知 らねばな らない。

19編 者の註 によ る と、 この パ ラ グラ フは次 のテ ク ス トを置 き換 えた もので あ る。

 (1951年6月3日 付)： 「最 初 の激 しい突進 に栽 を忘 れ た牛 は 、 しば しばマ タ

 ドール を見 失 う。 マ タ ドー ル は牛 に声 を か けて 駆 り立 て な が ら、新 た な攻 撃

 へ と誘 いか ける。」本文 中の リ トリにつ いて は、第 一部 の註31を 参 照 。
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 カーパの技 と同様に、ム レータの技は二重のね らいを持 っている。技術

的なね らいと美学的なね らいである。「トリンチ ェラス」 と呼ばれるパセや

低 いパセは、牛の抵抗を挫き、牛が離れないようにす る。ムレータのパセ

のレパー トリーは非常に多彩であ り、マタ ドールはそ こにいくらかの装飾

を加えることができるのである。

 しか し、基本 となるパセは、「ナ トゥラル」 という名の、最も危険なパセ

で ある。ム レータを左手 に持ってするパセなので、剣で布を広 げる ことが

出来ず、そのため牛は、ペピン ・マルティン ・バスケス20の 場合のように、

必然的に人間のすぐ近 くを通っていくことになるか らである。21
                    パセリデリペ チョ

 ー続きのナ トゥラルの連続を締めくくる 「胸のパセ」で、マタ ドールは、

ます ます身体の近くにせまって くる牛を遠ざけることができる。

 右手でするパセは、剣 を使 って布の表面を広 げる ことが出来るので、左

の(手 の)パ セよ りも危険が少ない。

 とはいえ、それがルイス ・ミゲル ・ドミンギンのよ うな卓越 した技量で
                     エンのレドンドス

もって行なわれ る時には、 とりわけそれが 「円を描 く形で」行なわれるな

らば、パセとしての価値が下がることはない。
                          エスタトゥアリオ

 ム レータはまた、パ リータ22が 行な っているよ うな 「彫像のパセ」の時

には、両手で持たれることもある。

 そのほかの様々なパセは、マタ ドール にとって、 自分の技 によ り多様性

20ベ ピ ン ・マ ルテ ィ ン ・バス ケス は1927年 セ ビー リャ生 まれ。 父 も兄弟 も闘牛

 士 。 セ ビー リャ ・ス タイ ルの 芸術 的な 闘牛 を した。

21編 者 の註 に よ る と、 このパ ラ グラ フは次 のテ クス トを置 き換 えた もので ある 。

 (1951年6月3日 付)： 「しか し、基本 とな るパセ は、「ナ トゥラル」とい う名の 、

 最 も単純 で あ ると同時 に 最 も危険 なパ セで あ り、ム レー タ を左手 に持 ってす る

 ので 、剣 で布 を広 げ る ことが 出来ず 、そ の ため 牛 は、 必然 的 に人 間 のす ぐ近 く

 を通 ってい く。」

22ア グスティ ン ・パー ラ ・《パ リー タ》(1924-94)は マ ドリー ド生 まれの闘牛 士。
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を与える助けとなる。

  マノレーテによって世に出され、今 日ではあらゆる闘牛士たちと同様に

 リトリも行っている 「マノレティーナス」、

 ルイス ・ミゲル ・ドミンギンによる 厂アファロラー ド」、

  ア ン トニオ ・ビエ ンベニーダによる、二 つのパセの間 に行なわれる
 カンピオ デ コマノ

 「手の交換」、

  メキ シコ人 リベー ラ23に よる 「花押」とい う名のパセ と、それに続 く
 モリネ テ

 「小風車：」。

膝 をついてするパセは、

 牛の激 しさが半ば消えて しまった時には、ムレータの技の連続(フ ァエ

 ナ24)の 終わ りに、

 突進の最中に牛は即座に後 ろを振 り向けないということと、その突進の

 力そのものを計算に入れて、牛の角の届かないところに身を置ける時 に

 は、ファエナの始 まりに、行なわれるのである。

 こうした無謀に見える技の数々は、 と りわけ喝采 を強いる手段である。

しか しなが ら、一連のナ トゥラルが膝 をつ いて行なわれるとした ら、 しか

もと りわ けそれが、パ リータほどのクラスの人間によって行なわれ る時に

23フ ェル ミ ン ・リベー ラ は 、1918年 メ キ シ コのサ ン ・ル イ ス ・ポ トシ生 まれ 。

 メキ シコで デ ビュー し、44年 か らスペ イ ンで活 躍 す る。

24闘 牛 の ク ライマ ックス で あ る第3場 、 殺 しの場 は、 マ タ ドー ル のム レー タ の

 技 の連 続 によ って 構 成 され るが 、 これ を闘 牛用 語 で 「フ ァエ ナ 」 と呼 ぶ 。 カ

 ー パ の技 の連 続 を呼 ぶ場 合 もあ るが 、 主 と してム レー タ の ほ うに用 い る。 こ

 の スペ イ ン語 のfaenaと い う語 は 、一 般 に も 「仕 事 」な ど とい う意 味 で用 い ら

 れ 、 フラ ンス語 のtravailに あた る。 レ リスは こ こで もtravailを 用 いて お り、今

 ま で の部分 で も使 って い る。 訳 者 は こ こまで は 、 「ム レー タの 技」 や 「ム レー

 タ の技 の連 続」 とい う訳 を して きた が 、 この語 が これ以 後 よ く登 場す るよ う

 にな る ので 、闘 牛 用 語 と して の 「フ ァエ ナ 」 を用 いる こと にす る。 レリス も

 「闘 牛 の思 い出」 の メモ には 、faenaを 使 って い る。
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は、誰もそれを批判 しようとは考えないだろう。
    つう

 本当の通 にとっては、何ものも、立って行なわれる一連の美 しいパセに

は値 しないのである。例えば、アン トニオ ・ビエ ンベニーダのような人が、

牡牛の突進の連続に対 して、自分固有のリズムを刻んでいき、突進 と突進

の間にパセを繋いでいって、いかにして人間の能力が獣の野生を圧倒する

かを示してみせる時などがそれである。

 牛がもはや十分に反応しな くなると、マタ ドールにとって、「真実の瞬間」25

がやって来る。 ムレータを使って、彼は牛に、とどめの剣刺 しをするため

に最適な姿勢をとらせる。四本の足 をそ ろえて真直 ぐに立ち、頭がわずか

に下がっているように。

 それは、剣が胸郭のなかに深 く刺さ り、すみやかな死 を引きおこすため

のものである。

 牡牛の姿勢が 「四角 く」なった ら、マタ ドールはそ の前に立って狙いを

つけ、ムレータで角の一撃 を右 の方 にそらしなが ら身を躍 らせて、二つの

肩の問に剣を沈める。これがボラピエと呼ばれる方法である26。

 もう一つの剣刺 しの方法は、今ではほとんど使われないが、ム レータで

誘って牛を始動 させ、その突進 を 「受け入れる」のである。これが ア ・レ

シビールでの仕留めである27。

規則に従って剣刺 しを(ア ンダルス28が しているように)す るな らば、人

間にとっての危険は非常に大きい。と言 うの も、マタ ドール は一瞬の間、

全 く角の上に身をさ らしているので、たとえどんなに明敏であって も、角

の動きをコン トロールできないからである。

25マ タ ドール が 一 人 で牛 に向 か い あ って 、 と どめの 剣刺 し に入 ろ う とす る瞬 間

 の こ とを 「真実 の瞬間(オ ラ ・デ ・ベ ル ダ)」 と呼 ぶ。

26編 者 の註 に よる と、 この 文 は1951年6月9日 に加筆 され た 。

27編 者 の註 に よる と、 この文 は1951年6月9日 に加筆 され た 。

28マ ヌエル ・アル バ レス ・《 ア ンダルス 》は1919年 セ ビー リャ生 まれ の闘牛 士。
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 剣刺 しは、規則が厳密に適用 されている場合に限って、真 の価値を持つ。

真直 ぐに突進 して、牛 の肩甲骨の間に襲 いかか り、剣を打ち込んだ後で身

をかわす、カルロス ・アルーサの場合のようにである。

 いくつかの トリックを使 うと、あまり困難なく剣刺 しが出来る。

  斜めに刺す、

  あらか じめ身をかわす、

  角が通 り過ぎてか ら剣を突き出す、などの方法で。

 牡牛が倒れるのが遅い時には、助手たちは普通、牛をぐるぐる回 らせて、

出血がより早 く起 こるよ うにする ことで、マタ ドールが再び介入しな くて

もすむように努める。

 死に瀕 した牛が倒れると、手下の一人が短刀で とどめを刺す。牛が立 っ

たままでいる時には、マタ ドールが特別な剣を使って、その先端 を第一頚

椎 と第二頚椎の間に刺し込んで、とどめの一撃を加える29。

 牛の亡骸は、次の牛が出てくる前に、闘牛場の外に引きず り出される。

 マタ ドールはうまくや りとげた。ム レータの美 しいフ ァエナ と、即座の

死。打ち振 られるハ ンカチが求める通 りに、牛の耳が30一 さらには尻尾さ

えも一 彼に与え られるだろう。

29先 が十 字 に な って いて 、交 差 した部 分か ら先 しか 刺 さ らな い剣 を用 い、 ム レ

 ー タを牛 の頭 の下 でふ って頭 を十 分 に下 げさせ 、 頚椎 の間 が開 くよ うに して 、

 とどめ を刺 す 。 これ をデ スカ ベー リョ とい う。

30ハ ンカチが振 られ るの には様々な意 味があ るが 、素晴 ら しい内容の闘牛 を観客 が

 高 く評価 して いる場合 には白 いハ ンカチが 振 られ る。観客 席 のほ とん どで 白いハ

 ンカチが 振 られ るよ うな時 には、主 宰者 はそれ を もとに して判 断 し、 白いハ ンカ

 チで合 図 して 、闘牛士 に牛の耳 を与 える。耳1枚 よ り、 さ らによい評価 が 耳2枚

 であ る。 尻尾 を与え るこ とは規則 には定 め られて いな いが、耳2枚 を超 えるほ ど

 の内容 であ った 場合 には、尻尾が与 え られ る こと もあ る。 いずれ に しろ、 闘牛士

 の評価 を左右 す るのは、 ここにあるよ うに、 まず 第一 に観客 の反応 なのであ る。
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；1： ...， 崇

猛 獣使 いというよりもアーティス トで あるような今 日のマタ ドール と、

古い時代の荒々しい闘士との間の違 いは大きい。

 昔の闘牛の牡牛はもっと大 きくて、年齢も上だった。牛と闘うには、多

くの知識と才能が必要であ り、様式はその上にのみ存在 したのである。

 例えば、1$95年 のアルル闘牛場では、牛から逃 げまわ り、演技を中断す

る時にしか足 を止めてい られなかったマタ ドールに対 しても、観衆は非難

をあびせなかった。

 高名なゲ リータ31を 例 にあげよう。闘牛 の資料 をたくさん集めているこ

とで有名なあるファンクラブに、 自分 の名を与えているゲ リー タである。

彼は、昔の多 くの闘牛士たち と同様 に、バ ンデ リリェーロとしての長い見

習期間の後で、初めてマタ ドールになったのである。32

 1912年 、ベラグア牧場の牡牛たちがバルセ ロナで戦わされたが、 この闘

牛の記憶は、年代記に書 き残 されることになる。この時のような牛を、今

日のマエス トロたちはもはや望まないだろう。そういう牛たち とでは、観

客 を満足させるほどのスペクタクルなファエナを行なうことができないで

あろうか ら。

 槍で何度か突くことは、 このような牛 を鈍重 にするために必要だったの

であ り、牛は多 くの馬を傷つけたものだった(と いうのも一 こうした勇壮

な時代には 一 角で腹を抉 られないように防護用の衣をつけさせて馬を守ろ

うとは考えなかったか らである)。33

 バンデリーリャを打たれる時には、牛たちはまだ激しい熱気に満ちている。

31ラ フ ァエル ・ゲー ラ ・《ゲ リー タ》(1862-1941)は コル ドバ 生まれ の闘牛士 。

32編 者 の註 に よる と、 このパ ラ グ ラフは1951年6月18日 に書 き加 え られ た。

33編 者 の註 に よる と、括 弧 内は 、1951年6月9日 の加 筆 。
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 マノレーテの父 図、ビセンテ ・パス トール35、ラファエル ・エル ・ガリョ36、

マチャキー ト37な どが成功をおさめた時代である。

 マチ ャキー トのような闘牛士は、ム レータのファエナでは、ひたす ら仕

留めの剣刺 しのために牛の状態 を整えることをめざしていた。彼の名声は、

何よりも剣刺 しをする時の勇気と誠実さに立脚していたのである。

 仕留めの瞬間、マタ ドールの前 にいるのは、強靭で鋭敏で しば しば奸智

にたけた(年 齢のいった牛 は若い牛よ りもナイーヴではな いか らだ)動 物

だったのである

 その時代、ム レータはほとんど身を守る武器で しかなかった。マタ ドー

ルは、悲劇的な調子を強調するいかなる必要 もな しに、牛か ら距離 をおい

てファエナを行なっていた。 このような敵 と直面することは、すでに十分

に危険に満ちた ことだった! 闘牛ファンの喜び とは、その ころは人間が

ありったけの知識 と大胆 さを発揮 して、力強い動物を正 しく打ち負か し、

適切なパセによってようやく征服す るところを見ることだったのである。

 マチャキー トが、出場するすべての闘牛において評価されるのは、カー

パやムレータを操る方法によって以上に、彼の勇敢さと決断力とい う美点

によってなのである。

 ム レータの技は、そのころは、牛を剣刺 しが受 けられる状態 にするため

に、必要な数だけ行なうように制限されていた。今 日では単なる終止符で

34マ ヌエル ・ロ ドリゲ ス ・サ ンチ ェス ・《 マ ノ レー テ》 は 、1883年 コル ドバ 生

 まれ 。彼 とま った く同 名 の息子 は伝 説 的闘牛 士 とな る。(息 子 につ いて は 本文

 後 段 で と りあ げ られ る。)父 のほ うは 、1923年 に急 病 で亡 くな る。

35ビ セ ンテ ・パ ス トール(1879-1966)は 、マ ドリー ド生 まれ の闘 牛士 。

36ラ フ ァエル ・ゴ メス ・オル テ ガ ・《エ ル ・ガ リ ョ》 につ い て は 、第 一 部 の註

 33を 参 照。

37ラ フ ァエ ル ・ゴ ンサ レス ・《マ チ ャキー ト》(1880-1955)は コル ドバ 生 ま

 れの 闘牛士 。
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                     エモシオン

ある剣刺しは、悲劇のクライマックスであ り、感興が極みに達する瞬間な

のである。

 ラファエル ・エル ・ガリョは、その同じバルセ ロナの闘牛で、ム レータ

と剣をマチャキー トと交換した38。 ラファエル ・エル ・ガ リョ、年代記作者

の一人が 「神々しい禿頭」という異名 を与えた、ジプシーの偉大なアーテ

ィス ト。今 も伝説的であり続 けている彼の闘牛人生は、数々の勝利を帳消

しにす るような度を越 したパニ ックの長い連続であった。ラフ ァエル ・エ

ル ・ガリョ。最 も素晴 らしく、もっとも度外れな闘牛士の一人。時によっ

て、勇敢であった り、臆病であった りして、輝 いているかと思 うと、哀れ

なつまらない闘牛士にもなる。

 彼の手で、このバルセ ロナの闘牛で、同様 にマノレーテの父が昇格式を

行なった。敵の突進を避け られなくて、先代マノレーテはひどい怪我 を負

った。それにもかかわ らず彼は戦 いを続 け、牛が彼の手で殺された時に、

初めて彼は手当てを受けることに同意 したのだった。

 リカル ド・ボンビータ39は 、1914年 の戦争の前夜の ころ、スペインのあ

らゆる闘牛士のなかで最 ももてはやされた。彼のスタイルはまだ古い時代

のものである。アレーナか ら一時のがれた り40、突撃をあやうくかわした り

38マ タ ドール が 、 若牛 を相 手 にす る ノ ピ リェー ロ と して の見 習 期 間 を終 え て 、

 成牛 を 相手 にす る正 式 なマ タ ドー ル(マ タ ドー ル ・デ ・トロス)に 昇 格 す る

 た めの 闘牛 を行 な う時 には、 「昇 格 式(ア ル テ ル ナテ ィ ーバ)」(交 代 、交換 の

 意)を 行 な う。 そ の 闘牛 士 は 本来3番 目に登 場 す る の だが 、 一番 キ ャ リア の

 長 い1番 目に登場 す る闘牛 士 と、剣 とム レー タ を交換 して、1頭 目の牛 を相 手

 にす る権 利 を譲 り受 け る。 この場 に立会 った こ とを証 明 す るた め に、1番 目の

 闘牛 士が 「代父(パ ドリー ノ)」 を、2番 目の 闘牛 士が 「証 人(テ ス ティ ー ゴ)」

 を務 め る。本 文後 段で も、一部 ふ れ られて い る。

3gリ カル ド ・トー レス ・《ボ ンビー タ》(1879-1936)は 、セ ビー リ ャ県 トマ

 レス生 まれ の闘牛 士。
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する時に、彼はとりわけフェンシングの選手のような敏捷 さを示す。1913

年の終わ りにボンビータは引退 し、新 しいスターが出現する。ホセリー ト41

である。その名は闘牛の歴史の中で最も偉大な名の一つとして残 り続ける

だろう。
 ノ ビ リ ェ   ロ

 見聞闘牛士になる前か ら名声 を勝ちえていたホセ リー トは、闘牛士 の有

名な一家 「ガリョ」家の一員であった。

 まだほんの幼児の ころか ら、彼が兄のフェルナン ドと同じように剣で牛

を仕留めるまねをするのが見 られた。

 彼は子供たちの クア ドリー リャのなかでデビュー し、その早熟 さでアン

ダルシアの闘牛界を驚かせた。

 7年 の間、彼は最もいやがられる扱いにくい牛たちさえも、ものともせず

に意のままにした。

 1920年5月16日 、カスティー リャ地方タラベラ ・デ ・ラ ・レイナの小さ

な闘牛場で、その ころ栄光のさなかにあった彼に、一頭の牡牛が打ち勝っ

たのである。国中が喪に服 した。彼の出身地方の行政中心地セ ビー リャで

は、彼のために王にふさわしいような霊廟が築かれた。

 ホセ リー トと反対に、彼の ライヴァル、フアン ・ベルモンテ42は 、身体

的能力を欠いていた。脚が悪かったので、彼は身を守るためには、布の扱

40牛 の攻 撃 か ら緊急 に逃れ な けれ ば な らな い時 には 、闘 牛 場 の砂 場 をか こむ柵

 を跳 び越 え て 、 一時 的 に、柵 と観 客 席 の間 の 通 路 に避 難 す る こと もあ る。 一

 難去 った あ とは、 再び 柵 を乗 り越 えてす ぐに砂場 に戻 る。

41ホ セ ・ゴ メス ・オル テガ ・《ホ セ リー ト》(1895-1920)は 、ア ンダル シアのジ プ

 シー の血 をひ く闘牛士 の一族 《ガ リョ》の家系 に生まれる。父 も兄弟たち も闘牛士。

 ラフ ァエル ・エル ・ガ リョの弟。 美 しい闘 牛をす る早熟 な天才で 人気者 だったが 、

 25才 で 闘牛場 に散 る。

42フ ア ン ・ベルモ ンテ につ いて は第 一部 の註34で もふ れて いるが、1892年 セ ビー

 リャ生 まれ の大闘牛 士。本 文 にあるよ うに、闘牛技 に変革 を もた らした。そ のス

 リ リングな スタイル か ら、 ライヴ ァル のホセ リー トよ りも牛 にや られ る危 険が大

 きいであろ うと言 われた が、逆 にな った。ベルモ ンテ 自身は1962年 に自殺 。
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い方の巧妙さを当てにするしかなかった。 しか し一 天才には時にこういう

ことが起こるものだか 一 まさにこの欠点のゆえに、彼 は新 しいスタイルを

生み出したのである。先人たちよ りも動かず に、彼は牛のす ぐ近 くで技を

行 い、平静に牛の攻撃を受 け止めて、一歩 も退 くことなくかわ していた。

ベルモンテと共 に、牛は、人と獣が一体 になって見える一連の舞踏の型を

形成する、パー トナーになったのであった。

 1925年 マ ドリー ドで、マルシアル ・ラランダは、ベルモンテが創始 した

スタイルで闘牛を行 い、それがす ぐにあらゆる闘牛士のスタイルになった。

マタ ドールは、一つ一つのパセのあと、次がうま く始められ るように、出

来るだけ牛を遠 くに放さず に、パセとパセの間に連続性 を持たせ ようと努

めた。デルモンテ以来、ム レータもカーパ も、もはや単なる戦いの道具で

はなくなった。非常に多彩なパセの型 を作 り出す ことが出来るこの布切れ

を用 いて、マタ ドールは単 に牛を馴 らすだけにとどまらな くなった。流血

の衝撃の可能性 を語 らず とも、糸はたえず切れるおそれにさらされ、 いつ
                       コレグラフィ 

何時で も死が現われ得るだけに、より一層魅惑的な振 り付 けにも比べ られ

るような何ものかを、彼は構築 していくのである。

 今 日のマタ ドール(例 えばパキー ト・ムニョス43)に とっては、ム レータ

を扱うことは、精密な器具を用いて芸術作品を作 り上げるようなものであ

る。それは、人間 と獣の結合 と離反の、うまく組織された連続として現わ

れ、静止 と激発 の交代を伴 った、ある時は穏やかである時はより緊迫 した持

続のなかで花開いていく、一つの芸術作品である。

 ム レータの偉大なファエナとは、不確かなものであるか らこそ、よ り一

層感動的なものなのであ り、多かれ少なかれ奇跡の結果 として現われてく

る。あ らゆる偉大な芸術と同様 に、マタ ドール の芸術 も、単なる技術の問

43パ キ ー ト ・ム ニ ョス(1928-77)は マ ドリー ド県 生 まれの 闘牛士 。
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題ではない。そ こにはまた(最 も偉大な天才たちの作品においてさえも)

いっでもあるというわけではない、ある種の内なる炎が必要なのであって、

詩人フェデリコ ・ガルシーア ・ロルカ44は 、それ に 「ドゥエ ンデ」45と いう

名を与えていた。マタ ドール ・デ ・トロス として就任する一1950年 の終

わ りにバ レンシアの闘牛場で行なわれたセ レモニー 一 の前でさえも、ブリ

オ ・アパ リシオは、彼 に取 り憑く ドゥエンデか ら霊感を受け られることを

示 したのであった。 しか しなが ら、並外れて才能豊かな若者である、とい

うだけでは十分ではない。さらに牛 についての知識 を深 めなければな らな

いし、成熟するにつれて、その人独自のスタイルをはっき りと示す ことが

できなくてはな らない。46

 ム レータのフ ァエナにおいては、何もあらか じめ決まってはいない。常

に予見できない牛の反応 と、刻々と起 こる牛 の状態の変化を考慮しなけれ

ばな らない。

 この職業の持つ重大な危険の数々も、闘牛士 になることを望む若者を押

し止めるほどのものではない。そ して、先輩のマタ ドールによってマタ ド

ール ・デ ・トロス として就任させ られる 日こそは、彼にとって偉大な 日な

44フ ェデ リコ ・ガル シー ア ・ロルカ(1898-1936)は グラナ ダ 生 まれ の スペ イ

 ンを代 表 す る詩 人 。 闘 牛 を題 材 とす る作 品 も多 い。 市 民戦 争 の お りの悲 劇 的

 な死 によって も知 られ る。

45レ リス は原 文 で はdemon(デ ーモ ン)と い うフ ラ ンス語 に直 して い るが 、 こ

 れ はス ペイ ン語 のduende(ド ゥエ ンデ)に あた る。 「地 霊 」 な ど と訳 さ れ る こ

 と もあ るが 、極 め て ス ペ イ ン的 な意 味 の 用 い方 を され る ので 、 そ の ま ま訳 文

 には用 いた。 フ ラ メ ンコや 闘 牛 で、 尋 常 で な いよ うな 素晴 らしい演 奏 や 演 技

 を した 時 に、 「ドゥエ ンデ」 が 降 りる とか 、取 り憑 くとい う表 現 をす る。 ガ ル

 シー ア ・ロル カ も 「ドゥエ ンデ」 につ いて の論 考 を発 表 して い る。

46編 者 の註 によ る と、 このパ ラグ ラ フは次 の文 を置 き換 えた もので ある。(1951

 年6月18日 付)： 「ム レー タの偉大 なフ ァエナ とい うものは、 もと もと、作 り上

 げられ ては ほどけて 、すべて が消えて い くよ うに見 えるま さにその時 に、よ り高

 く飛 び立つ ものであ る。たえず 、ク リス タルガ ラス のよ うに砕 け うると感 じ られ

 るほ ど、人を満足 させ られ るものなので ある。」
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のである。

 1950年 の終わ りにバ レンシアの闘牛場で、ブリオ ・アパリシオ47は 、 こ

うしてベテラン闘牛士カガ ンチ ョ48の 手か ら 「アルテルナティーバ(昇 格
                   ノ ビ リ ェ  ロ

式)」49と 呼ばれるものを受けた。つま り、見聞闘牛士の身分から正式のマ

タ ドール ・デ ・トロスへの昇格の、公式な是認である。

 昇格式のきまりでは、代父役の闘牛士が新規の昇格者に、一頭 目の牛 を

殺す名誉を譲 る、ということになっている。 このような日には、新人マタ

ドールは目立 った活躍をする義務がある。世に認められたマタ ドールと交

代 して闘牛を行なうだけの能力が、本当に自分にあるということを、どん

な犠牲を払ってでも証明しなければならないわけである。

 今 日のマタ ドールのなかで、マノロ ・ゴンサ レスは、多 くのセ ビー リャ

の闘牛士たちがそれによって名を上げたスタイル、その独創性 と軽やかさ

が主な美点で あるようなスタイルの、典型的な代表者である。年代記作者
                        エ  ル  フ

たちは、鳥追 いのように動 くこの少年を、 しばしば空気の精やいたず ら好

きの小悪魔にた とえた。

 セ ビー リャのスタイルと非常に違 うのは、マ ドリー ド出身のルイス ・ミゲ

ル・ドミンギンが闘牛をするスタイルである。彼が、ためらう牛を駆 り立てた

り、不規則な攻撃をしかけて くる牛を自分のリズムに馴 らしていくのを見て
    エ  ル  フ

いると、空気の精 というよりもむ しろ、アポ ロンを思わせる。ルイス・ミゲ

ルは、マ ノレーテの死以後、おそらく現役の闘牛士のなかで最も完成された

闘牛士であろう。彼は軟弱な牛や狡猾な牛をも、生かす術を知っているので

ある。

47ブ リオ ・ア パ リ シオ につ いて は第 一部 の 註30を 参 照。

48ホ アキ ン ・ロ ドリゲス ・《 カガ ンチ ョ》(1903-84)は セ ビー リャの ジ プシ

 ー の家 系 に生 まれた 闘牛 士。息 子 も同名 の闘 牛士 にな って いる。

49ア ルテ ルナ テ ィーバ につ いて は 、註38を 参 照。
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崇  ..；1： .，；1：

 い つでも、 どんな状況でも、取り返 しのつかないことが起 こり得る。

 1949年 、パンプローナで、復活祭の闘牛のおりに、ラファエル・オルテガ50

は腹にひどい傷を受けた。ほんのささいな操作の間違いや、牛の性格や状

態に関する判断の誤 り、布 を翻す一陣の風や牛の不器用 さそれ 自体が、巧

みに練 り上げた幾何学をまるごと無に帰して しまいかねない。

 チ ャベス ・フロー レス51の あとは、リ トリの番だ。その次はまた別の闘

牛士の番。カルロス ・アルーサも不吉な出会いを避 けられなか ったし、ホ

セ ・マ リア ・マル トレル52も や られた。53

 ある記録映画の撮影の最 中に、何 人もの闘牛士が怪我をし、撮影が突然

終って しまった。カメラマンが撮影カメラとともに、災難 にあったか らで

ある。おそらくは、映画 を撮るために、普通よ りも長く闘牛をさせたので、

牛があま りにも多 くの知識を得て しまったのではないだろうか。

 しか しいかなる闘牛士 も、た とえ最 も熟達 した闘牛士であって も、怪我

を避けることはできない。誰もが一 向こう見ずなタイプであろうと慎重な

タイプであろうと一 そのつ らい体験をした ことがあるのである。

 アルーサなどはもう一度しているし、マノロ ・ゴ ンサ レス も体験 してい

50ラ フ ァエル ・オル デガ(1917-1989)は セ ビー リャ 生まれ の 闘牛 士。

51チ ャベス ・フロー レス は、1929年 セ ビー リャ生 まれ 。

52ホ セ ・マ リア ・マ ル トレル は 、1929年 コル ドバ生 まれの 闘牛 士。

53編 者 の註 に よる と、 このパ ラグ ラフ は1951年6月3日 に加筆 され た 。
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る.そ してマ ノレーテ 騒趨身.そ の記録映醐では牛が出てくるや否や怪我

をしている.

 彼 の腿 に穴 をあけた隼は.慣 例に従って.次 の

懸牛士 に殺され ることになった.牛 にとっては.

勝利は問題にな滲得ないのだ ・・n

 マヌエルm慧 ド婆ゲス ・マノレーテは3ホ セ リ

ー トと灣様にアンダル シア地方の人であった.彼

の生まれた町コル ドバは.今 もアラブの爪あとが

はつきりと印塞れたスペインの町である.闘 牛年

鑑のなかでは、彼の名は.生 真顧 戀な戦熏である

とともに.ご 讃かしのない.派 手な技巧 を捨てた

スタイルを作 む上げた.比 類のないアーティス ト

 鯵暇 年$月 鑢 欝にEマ ノレーテはリナレスで死と患会 うのだが.1メ ナ レ

ス懸牛場の医務塞は.残 念なが らその[7彼 があとか ら運ばれていく病院 ほ

ど設備が整ってはいなか った.
   愚鶴

簸後⑳鍵⑳マノ レー墜

 《融ぎ簸鰥 よ 勞

の名 として残るであろう.マ ノレーテよ りも純粋で明快な方法を持った闘

牛士は見 られない.あ れほどまでに.し か もさりげな く.死 を共搬奮にす

ることがで嚢る嬲牛士 も茨たいないだろう.こ のマタ ドールは.人 闘がい

か に して死すべ きもの と しての 黨らの欝命 に打ち勝 つ ことがで きるか

を一 一侮 ものもその純粋性 を乱 し得ないような彼の技術 をもって一 紫すた

めにのみ牛 を征服 しているかのようであった.マ ノレーテはスペイ ンと新

舗 マ ヌエ ル ・難 ドサゲス ・サ ンチ 瓢スQ《 マ ノ レー テ 》<欝 靜 一 卿)に つ いて

 は.第 一都 の 註 鰄 で も既述.父 も 《マ ノ レー テ 》 とい う名の 闘饗～勤.ス ペ イ

 ン欝 民 戦 争藏 後 の暗 い世 相 の 申で.憂 い に満 ちた 顔 で黙 舞 と騰 牛 をす る彼 は、

 そ の時 代 の 懸 羈的 偶 轍 とな3i観 客 を熱 狂 纛せ た.篁メナ レス鑞 牛 嚇で の 彼 の

 麗 は.靆 牛 士 の死 を象徴 す る事紳 と して記 憶 され て い る.



112

大陸のあ らゆる闘牛場に、人を酔わせる媚薬 を振 りまきに行 ったが、それ

がやがて彼自身にとっては腐食性の毒に変わっていくのであった。

 いかなる人間の力の横溢 も、やがては無へと続 いていく。いかなる光 も、

必ず闇との境にぶつかるのである。

 しかし、太陽が沈 んでもまた別の太陽が戻って来る。昼が夜によって葬

り去られても、夜は新 しい一 日の誕生までしか続かない。新 しい牛が一 速

くて力強 く、戦闘的で、頭を高く掲げた牛が 一一午後の終わりの光のなかで、
ト リ ル

控え場か ら姿を現わす。永遠 に生まれ変わる この牛の前には、勝利か失墜

か先はわからぬままに、常に新 しい闘牛士が立 っていることだろう。

サ ン ・ピエ ー ル ・レ ・ヌ ム ー ル にて

        1951年6月18日

Bibliographie

Lrt Course de taureaux， Michel Leiris， Editions Fourbis，1991.

Los Toros(tomo II)， Jos餉aria de Cossfo， Espasa Calpe，S.A.，1955.

El Cossio Los Toros(volumen l El toreo)， Jos餉ar礼 de Coss綷， Espasa Calpe，S.A.，

 1996.

T駻minos taurinos， Luis Nieto Manj�， Espasa Calpe，S.A.，1996.

Cin駑am駑oire， Pierre Braunberger， Editions du Centre Pompidou et Centre National de

 la Cin駑atographie，1987.


